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１. はじめに 

 筆者が景観デザインに関わるようになって 25 年

ほどの時間が経過した。こうした時間の経過から考

えるに、景観法の制定にはあまりにも時間がかかり

すぎたという感がぬぐえない。法律としては景観法

をもってようやく制定されたといえるが、一方で地

方自治体では景観条例によって景観形成の誘導がお

こなわれてきた。こうした景観条例の先駆は、昭和

53 年に制定された「神戸市都市景観条例」である。

これに倣い各地で景観条例が制定されたが、今回制

定された景観法の内容も神戸市をはじめとする地方

自治体の景観条例に倣うかたちになっている。 

つまり、法律としての景観法は新しいものであ

るが、条例による景観コントロールは 20 年ほどの

歴史がある。法律制定を待たずに各地で条例が制定

された背景について、神戸市のホームページ 1)では

次のように説明している。「新たな市街地の美観を

維持するための制度は、大正 8年の市街地建築物法

制定当時からすでに「美観地区」が用意されていま

した。しかし、昭和 40 年代にはいるまでは景観に

まで配慮する余裕がなく、市民のコンセンサスが得

にくかったことから、それまでに美観地区を指定し

たのは 5都市、運用は 2都市にすぎませんでした。

そして、昭和 40 年代以降のダイナミックに変化す

る都市景観をコントロールする制度として柔軟性が

求められた結果、地方自治体の独自の制度が各地で

創設されることになりました。」 

 この記述で重要な点は、景観条例には市民のコン

センサスが必要であること、都市景観をコントロー

ルする制度として柔軟性が求められること、である。 
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こうした点を受け、本論文は、景観形成のためのコ

ンセンサスづくりとそれを受けた柔軟なコントロー

ル手法の展開について、箕面新都心地区の景観形成

を事例として分析、考察をおこなうものである。 

 

２. 箕面新都心地区と生活デザイン検討委員会 

箕面新都心地区とは箕面市の中央部に位置する

萱野中央地区土地区画整理事業によってできた新し

いまちである。ここでの空間デザインを考える際に

「生活デザイン」という概念をつくりだした。空間

は生活を展開する舞台である。生活像がまずあり、

それを実現するために空間はつくられる。そうした

視点にたって、空間像を語り合うまえに生活像を語

り合い共有しよう、ということで平成 11 年～12 年

度「生活デザイン検討委員会」が設けられた。メン

バーは 3 名の学識経験者と区画整理の地権者委員 5

名にくわえ市民公募によって 6名の委員が選ばれた。

委員会では、まず、市民委員を中心に新しいまちで

どのような生活が送りたいか、といった生活像の議

論を行なった。また、委員会の議論に並行して、よ

り多くの市民の想いを持ち寄ろうと提案コンペや作

文募集等を行なった。こうしたなかで出されたさま

ざまな意見や想いをもとに、まず、新都心での生活

像を具体化していった。そして、生活像を実現する

ためには、どのような空間が必要なのか空間イメー

ジについて話し合った。 

 委員会開始当初は、市民委員のなかにも生活デザ

インの概念がうまく理解できず、たとえば、南欧風

のデザインで建物のデザインを統一してはどうか、

などより具体的な空間イメージの話をする人も存在

した。こうした議論は従来よく聞かれた話であり、

それによって滑稽な空間デザインとなってしまった

事例も少なくない。生活スタイルや地域性といった

空間デザインを支えるものが明確にならないまま、



 

 

うわべのデザインで取り繕うとする為に起こってし

まう問題である。こうした課題を克服するためにも、

まずは生活像をあきらかにすることが大切である。 

 生活デザイン検討委員会でもそうであったが、生

活像のレベルでは市民は市民感覚で話ができる。自

分たちの暮らし方を描くのに、空間デザインの専門

知識は必要がないのである。しかし、具体的な空間

デザインの議論に入っていけば、専門家の関与が多

くなり、市民の想いを拾い上げながら具体的な空間

イメージを明確化するための支援が必要となる。 

 

３. デザイン計画とまちづくり作法集 

 箕面新都心生活デザイン委員会の検討結果は、

『箕面新都心デザイン計画』と『みんなが得するま

ちづくり作法集』としてとりまとめられた。『箕面

新都心デザイン計画』は、まちづくりのテーマと目

標、基本的なデザインの方向性、そして、「主な部

分のデザインの方向性」として公共施設のデザイン

の方向性が書かれている。また、『みんなが得する

まちづくり作法集』はいわゆるデザインガイドライ

ン、デザインマニュアルに相当するものであり、お

もに民間施設のデザイン誘導のための道具として作

成されたものである。まちづくり作法集は、委員会

で出された新都心での暮らし方、過ごし方を実現さ

せるための空間デザインの事例集ともいえる。みん

なが得する、という名称もこだわったところである

が、デザインのルールというとどうしても事業者や

地権者には余分な規制と捉えられかねないが、そう

ではなくて、いいデザインを施すことはみんなにメ

リットがあるんだ、という意味を込めた名前である。 

 

４. 都市景観形成地区指定 

箕面新都心地区はその後平成 15 年に、箕面市都

市景観条例にもとづく都市景観形成地区に指定され

た。都市景観形成基準は、新都心デザイン計画を受

けるかたちで策定されている。「地区全体の方針」

は「箕面新都心まちづくり基本計画に基づき、本地

区のまちづくりのテーマである「山にいだかれ、流

れを大事にする、人が活きる街・かやの」の実現に

向けた都市景観を形成する。」としている。これは

デザイン計画の「まちづくりテーマ」を受けたもの

である。次に「エリア別の方針」では地区を 3つの

地区に区分し次のような基本方針を定めている。 

①すまい地区 

すまい 1 地区は低層集合住宅や戸建て住宅、す

まい 2地区は中高層住宅を主体とした多様な住宅地

の形成を目指し、周辺の集落地や住宅地、農地とい

った既存の街並みや風景との調和を基本に、周辺地

域から連続性のある景観を形成する。 

②にぎわい地区 

としん地区を補完する施設と居住施設の複合を

目指し、通りの連続性によって豊かな街並みがつく

られ、気楽に立ち寄れる店が並ぶなど、歩いて楽し

いにぎわいのある景観を形成する。 

③としん地区 

多様な都市活動が展開される場として、住宅地

との機能分担を図るとともに、商業、文化・芸術、

娯楽等の機能が複合する商業施設等の立地を図り、

活気やにぎわいのある景観と、千里川を中心とした

開放的なくつろぎの景観を形成する。 

 これらは、デザイン計画の「基本的なデザインの

方向性」を受けたものであり、「すまい地区」はデ

ザイン計画の「居住エリア」、「にぎわい地区」は

「沿道エリア」、「としん地区」は「都心エリア」

にそれぞれ対応している。 

さらに、具体的な基準を定めた「都市景観の形

成に関する基準」は「規制的基準」と「創造的基

準」の 2つに分けられている。他都市の景観形成基

準のほとんどはここでいう規制的基準であり、すべ

ての行為者がこれを遵守しなければならないもので

ある。一方、創造的基準はまちづくり作法集を活用

するもので、「「箕面新都心まちづくり基本計画」

に基づき、「みんなが得するまちづくり作法集」を

積極的に活用し、「山なみを活かす」「緑を育て

る」「夜を演出する」など 29 項目の作法に配慮す

るものとする」と記述されており、具体的な基準で

はなくまちづくり作法集の内容に配慮することが謳

われている。 

 

５. まちづくり作法集にもとづく景観誘導 

都市景観形成地区に指定されると、地区内にお

いて現状変更行為等を行うときは、建築基準法に基

づく確認、箕面市まちづくり推進条例に基づく協議、

その他行政手続きの前に「都市景観形成地区現状変 



 

 

箕面新都心デザイン計画 みんなが得するまちづくり 
作法集 
 
基本的な作法 
No.1  環境を生かす 
No.2  バリアラリーを進める 
No.3  安心感と暮らす 
No.4  土に親しむ 
 
街の作法 
No.5  山並みを活かす街をつくる 
No.6  緑を育てる 
No.7  千里川は街の思いを映す 
No.8  人のスケールに合わせる 
No.9  御堂筋と―体となる 
No.10 成長のあかしとなる 
No.11 昔の記憶を伝える 
No.12 にぎわいを楽しむ 
No.13 暮らしと職場が共生する 
No.14 くつろぐ 
No.15 音の風景をつくる 
No.16 夜を演出する 
No.17 駐車場を工夫する 
No.18 街を歩く、自転車で行動する

No.19 街角で人が風景になる 
 
敷地と建物の作法 
No.20 歩く目標をつくる 
No.21 花や実のなる木を使う 
No.22 水を活かす 
No.23 身近な花を育てる 
No.24 街並みをつなげる 
No.25 境界を工夫する 
No.26 働く姿を見せる 
No.27 自然な素材を使う 
No.28 細部に気を使う 
No.29 内と外をつなげる 

実現したい生活像 
■ この街に暮らしながら働いて、街

活していきたい。 

■ 住む場所と職場が近くにあること

の時間を、身の回りの物事（育児

ちづくりの活動に使いたい。 

■ 住宅と職場や店が一緒にある建物

んでいることで、昼も夜も人気が

くない街にしたい。 

■ 事業を起こす時にサポートしてく

るとうれしい。 

まちづくりの目標 
z 住む人、来る人、働く人で育てる街 
z 千里川の水、山と木々の緑に育まれる街

z 時の流れを感じて成長する街 
z 歩く楽しさがある街 
z 楽しさあふれる創造・体験の街 
z 人の温かさを感じる居心地の良い街 
z 箕面を活かす環境を創る街

主な部分のデザインの方向性 
• 親水空間のデザイン 
• ペデストリアンデッキのデザイン 
• ストリートのデザイン 
• スポットのデザイン 

３号公園／４号公園・１号調整／ 
街角広場 

基本的なデザインの方向性 
＜居住エリア＞ 

集落地や住宅地、農地といった既存の街並

みや風景との調和を基本とし、周辺地域か

らの連続性を確保する 
＜都心エリア＞ 

生活利便を担う商業、文化・芸術、娯楽等

の機能が複合するにぎわい・楽しみの空間

と、千里川を中心とした開放的なくつろぎ

の空間 
＜沿道エリア＞ 

通りの連続性によって豊かな街並みが作ら

れ、気軽に立ち寄れる店が並ぶ、歩いて楽

しい空間 

山
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あって、さびし

れる仕組みがあ

まちづくり作法 No.13 

 暮らしと職場が共生する 

提案の例 
◆ 主な道路沿いでは、低層部が店舗、上層部が住宅

など、複合的な建物利用をする。 

◆ 住宅と職場の近接により、街並みの変化や街の活

気をつくる 

。

図 1 デザイン計画とまちづくり作法集 
図 2 まちづくり作法集の記述内容(例) 



 

 

更行為等届出書」を提出することが必要となる。市

は届出書に基づいて景観デザインについて助言、指

導をおこなう。 

 届出時には、建築物の配置図・平面図・立面図等

の図面とともに、「作法集に基づく提案シート」を

提出することになっている。これは、事業者が作法

集をどのように理解し、デザインにどう反映させた

か、を記述してもらうものである。市はこの記述内

容を手がかりに、創造的基準を判断することになる。 

創造的基準は具体的な数値基準ではないが、事

業者は事前に『みんなで得するまちづくり作法集』

を見ることによってどのような点に配慮すればよい

かが理解できる。つまり、まちづくり作法集は市と

事業者がおこなう協議に際して、お互いが共有して

おくべき情報を提供しており、あとは、その解釈の

仕方の違いやデザインへの展開方策が適切であるか

どうか、について協議がおこなわれることとなる。 

 作法集は大きな方針とそれを展開するための事例

を紹介する程度のゆるやかな書き方となっているた

め、設計者やデザイナーの創造性を束縛するもので

はない。大きな方針（ビジョン）を具現化するため

に、デザイナーがどのようにデザイン展開を図るか、

それはデザイナーの創造力の問題である。そして、

デザイナーからの提案を受けて、再度協議を図る、

そうした双方向のコミュニケーションによってデザ

インの具現化が図られる、そうしたしくみがここで

は成立している。 

 

６. 協議型まちづくりとしての景観誘導 

佐藤 2)は 21 世紀型都市計画の特徴としてつぎの

4点をあげている。 

① 地域性、場所性に対応して、多様な主体の相互

作用により、都市空間の自然な変容・生成プロセス

を実現する 

② 事前確定的な都市像ではなく、動態的なプログ

ラムにより漸進的に生み出される都市空間を都市像

とする 

③ 多様性、複合性など、都市空間の文化的な魅力

を実現する 

④ 以上を誘導する多様な制度としくみを、地域社

会の自律性を基盤に準備する 

 つまり、法規制や事前確定的なマスタープランに

もとづく行政主導の都市計画から、住民みずからが

行為を積み重ねていくまちづくりへという転換が求

められているということである。ここでは、秩序あ

る空間形成のために、法規制にかわってビジョンの

共有が求められる。箕面新都心地区における『みん

なが得するまちづくり作法集』に書かれた方針はこ

のビジョンに相当する。そして、作法集に示されて

いるデザイン事例はあくまでも事例であって、具体

的なデザインの展開はデザイナーの創造性にゆだね

られている。そして、さらなる協議の場を設定する

ことで最終的なビジョンの共有と実現策について話

し合う、そうしたしかけづくりがなされている。 

また、ガイドラインと法的規制の関係をみると、箕

面新都心では、まずは緩やかな内容としてのガイド

ラインの共有が図られ、その内容のうち、きわめて重

要な部分はより強制力を持たせた地区計画や景観

形成基準等の法規制へと発展させている。ガイドラ

インの内容のうち、全員が守るべきもの、また、全員

が守ることができるもの、について法制度化がおこな

われる。すなわち、必要性と実行可能性の二つの観

点から内容がフィルタリングされ、法制度にもってい

くしくみである。最初から法制度を検討するのではな

く、まずは生活像を軸として将来地区像を共有し、

次いでそれをデザインガイドラインとしてとりまとめ、

最後に法制度化を図る、こうした仕分けがおこなわ

れている。 

 

７. まとめ 

景観法の制定によって規制の法的根拠はより明

確になった。しかし、景観には定性的な部分も多く、

また、景観形成の方向性も多様であるため、基準化

まで至るのは容易ではない。箕面新都心地区の事例

が示すように、まずは景観形成の方向性について十

分に議論しビジョン共有ができることによって、そ

の後の基準化も円滑に進むのである。 
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